
擬.態 語 摩),思.法 、

. 一 構文論の観点商ら一

星 野一・和 子

目的と対象

員本人でも見極めが難 レい擬懸語 奪外国人が擬態語であ呑か否か判断す

るのは困難であり,そ の意味を推し測 ることはほとんど不可能に近い。 乙

れまでの擬音語 ・擬態語に関する先行研究には形態 と語彙に関する通時的

考察,音 韻 と意味 との相関関係の考察,意 味 ・用法の考察》構文論的考察

などがあるが,本 稿は外国人に対する自本語教育への応用を念頭に置き・

和語で形態がababで あるもの(ただしb示 健音である語は除外する),の

構文上の振る舞いを明 らかにし用法を分類す ることを目的 とする。

考察の対象 としてここで取)上 げる擬態語どは聴覚以外の感覚が外界か

ら受ける刺激や感唐などを音象徴的に表現 した語,,・また・音 声 の模写的言

語から意味 ・用法が転化.したものを擬態語 と定義 した場合の語 のことであ

る。文献 工で金田一春彦はこの種の語の中で無生物の状態を表わすものを

正統の擬態語,生 物の状態を表わずものを擬容語・人問の心 の状態を表わ

す ものを擬情語 と呼ぶが,本 稿は意味考察 を目的 としないのでそ のすぺて

を擬態語 として一括する。明 らかに現実界に存在する音声の模写である言

語音は擬音語 と定義 し主たる考察の対象から外す。

擬態語をこのように定義 してもなおその中に含 めるぺきか否か迷 うもの

がある。それはabを 譜幹 とする動詞 または形容詞がある揚合,ab形

態の名詞がある場合・ また,そ の両方が認められ る場合である。 飼えば・
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「うき うき 曾 浮 くJ「 おずおず6お じる(文 語 ではおづ)」 「ぐず ぐず → ぐ

ず る」 「す べす べ 骨 滑 る」 「ごつ ごつ 紳 ごつい」「つやつや ⇔ 艶」 「どろ

どろ の 泥」 「ぽろぽろ.→ 襖」 「もや もや 艸 瞬」 な どの語 で,こ れ らは文

献1に 見 出 し語 として取 り上げ られてい る。目しか し 「しぶ しぶ ⇔ 渋 る ・

渋い ・渋」「きれ ぎれ 榊 切れ る」 な どは厳 り上げ られていない。本稿 は と

りあえず文献1が 見出 し語 として取 り上げて い る も の は 考察 の対象 とす

る。

用例匿下記の資料から引用する。文中での略号 と出現ぺ一ジ ・掲載 目を括弧内

に示す。

1.宮 沢賢治 『銀河鉄道の夜』新潮社文庫み25(銀 河)

2.阿 部公房 『第四期氷期』新潮文庫あ45(氷 期)

3.サ ンフランシスコ地震関係記事r朝 日新開』1989年10月(朝 日)・

4.買 物案内 『暮しの手帖 ・III29冬 』(手 帖)

1。 使 用頻 度 ・用法の概 略

採集 したabab形 態 の擬音語 ・擬態語 は 「銀河鉄道 ㊨夜』か ら異 な り醤

語,『 第四 間氷期』 か らも42語 であづた。目また参考 として 『朝 目新聞』 リ

サ ンフ ランシ スコ地震 関係記事 か ら5語,『 暮 しの手帖』の 「買物案内」 か

ら9語 ヒ。ックア ップ した。使用頻度 はほ とん どの語 が一 回であるが同一資

料内で複 数回使用 されてい る語 もある。 四種 の資料 を合 わせて複数 回使用

されてい る擬憩語 は,ち らち ら(11),ぺ か べか(7),く る くる(6),そ ろ そ

ろ(6),ぐ る ぐる(5),ば らば ら(斗),ざ わ ざわ(3),は き はき(3),ご た ご

た(3),て か てか(3),い らい ら(2〉,お ず おず(2),ぎ しぎ し(2〉,く す く

す(2〉,ご つ ごつ(2),ざ らざ ら(2),す べ すべ(2),ぜ い ぜい(2〕,ど き ど

き(2),ど ん どん(2),び くび く(2〉ナ ベ とべ と(2)夕 も じもじ(2〉,で ン23

語 あ る。 その うち構文上 の用法 が二種以 上に及 ぶ もの14語 の用法を次 に

示す。 わず か14語 ではあるが擬態語 が 接続す るほぼすべて の構文 要素を

カバ」す る。
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表1abab型 擬態讃の用法一 接続

ε情 況 化 と情況化←情況語 格要素 陳 述
体連語→連体化

　 　 許V"A一 職 穀 障に一の　 を 　
1なる

1い らい ら

▲2う と う と

3お ず おず

4も じ も じi

5ざ わ ざわ:

6ぜ い ぜ い

7・ ち ら ち ら

8.ご つ ごつ

9べ とぺ と

10ご た ごた

11て か て か

12量 ま らきま ら

13ぐ る ぐる

14く る くる

蔦 そ ろ そ ろ

i▲16を まや}まや

-

零

+

+

1

2

1

0

1

+

1

*

4

2

3

1

*

1

1

1

十

*

1

1

2

1

2

2

3

2

1

2

2

3

3

4

5

6

6

1

1

*

1

十

寧

1!

十

十

1

*

*

3

1

÷

1

2

十

1

1

」
■
2

2

1

11

1

事

掌

十

1

1

注1数 宇は資料中に現われた語の使用頻度。*,印 は国研 『現代雑誌九十種の用

語用字五十音順語彙表 ・採集カー ド』マイク・フィッシュに見出 され た用

法,+印 は 『擬音語 ・擬態語辞典』例文の用法である、

注2▲2と ▲16は 用例が一文づつであるが他にない用法が あるので表に載せ

た。

2・ 依拠する文法理論

山田孝雄 ・時枝誠記 の説 く文法説の統合発展を意図して水谷静夫が朝倉

書店F文 法 と意味1』 に著 した試案文法 とその拡張案(以下,水 谷文法 と

称す)の 構文解析の規則に当てはめて擬態語の構文的振 る舞いを考察 ・分

類するが,そ の前に山田孝雄 『日本文法論』の副詞 の分類を示す。
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副詞一 接続副詞

・ r先 行副詞..,.感応副詞
L語 み副詞一 陳述副詞 、1

■一属性副詞r一 一程度副詞・

L情 態副調

山再孝雄は 「.と」.を伴 う情態副詞,,と.して 「.きらきら..麿さ らさ ら..マは らは

ら ・ほ とほ と ・つ くつ く ・つ ぶつぶ ・はたはた ・ひ しひ し」 な どの擬態語

も挙 げ,情 態副詞 を次 のよ うに定義す る。 「この副詞 は主 として事物 の属

性観念 をあ らはせる ものな り。即 ち,事 物 の情態性質等 をあら はせ るもの

にして,其 の観念のみをいはば形容詞に似たるもの餐%㍗.`某 の意義に

おいて形容詞 に似 てあ りなが ら,な ほ副詞 な りと称せ らるるは,陳 述 の能

力 を欠如 せるによるな り6さ れ ば,目これ らは属性 観念 を属性 そ㊨もの ≧ し

てあ らはす が故 に,な ほ体言 たるこ と能 はず して依 存的 に他g観 念を装定

す るに用 ゐらるるな り占 く中略 》 この副詞は体言 を も用言 を も装 定す るに

用ゐ らる。体 言 を装定す るに は,多 くは助詞 「の」を伴 ふ。然 れ ども,ま

ま伴 はざることあ り。<中 略>用 言 を装定す るに は,亦 単独 に装定す るも

'の と,助 詞 を伴 ひて装定す る もの とあ り。 く中略 〉助詞 を伴 べ るものは頗

多.し。 これ は或 は 「1こ」或 は.「.と』.を伴 へ り。」....』・・…一一 一

水谷誹案享法1却 ・わゆるフレーズ構造文法暴 に記述さわたも1ので,用 語

には回帰的な定義がなされでいる.こ の文法は国文法の中核部を意味的に

も自然な構造 になる』ように説こうとするものであるが,構 文規則 の記述 に

先立ち原理的仮説が五つある。 これには,時 枝流 に詞と辞を区別するこ

と,語 の水準 ・句の水準 ・文を区別すること,句 はある条件 を満たす連語

を陳述群で統べるご,と1『隼 じ登導≧,・参ど炉部 ざれてマ'る。

、擦勤詞 は語の水準にある.渾語 と絶 の票素 とを締合す.る二項擦算子に弄撫

丁られ・格はこ㊨蹄合tにおける子要秦問ρ瞑序対1こ開 して定重る。 零尭ア

格の概念を 依 ≧.β とを緯 と寿た硲開係」「αの 身 催対する格関係」.Fβ

の α に対する格関係」の三種 と規定する。三番 目の定義がr述 格」 と名

付けられるものである。
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』格助詞は擬態語の構文上の役割を認定する}つ の目安1となる。'格助詞 を

従え、[α.【格助詞■.β1の形 に.なるなら擬態語.凌.、は副詞ではな く体連語(体

言 ・相体言系達語)で あ窮 同じ形式で β が擬態語であれば,そ れは術格

に立っからやはり体連語,目.用連語(動 詞系連語L相 連語(形 容詞系連語)め

可能性渉ある。、.

この文法では副詞的な修飾を司る要素を情況語 と呼び,目ごれが述格.に立

っ場合は転化述語 と呼ぶポただし,.陳述を拘束して入れ子を破る一いわゆる1

陳述副詞やメタ表現的な句副詞の類は除外項 目として取 り扱っていない。

擬懇語が関係する..と思われる副詞 に関わる規則 は次のとお り.である,。

情況語 → 局面連語.レ数量規定1程 度副詞4情 態連語.

惜況語は 【情況化】の規則 によって 「二」「ト」あるいは零記号の 「ε5」を

生成 して修飾機能を生じる。

・転化述語 → 副詞特類1指 示副詞1連 体詞1i末 カラ途素'目一

副詞特類は述語になると零記号の述態辞 ε1か助動詞を従える。「せる」し

める・・れる 』目たい」・やrよ うだ・ぞうだ」 のrよ う・そ う」を詞 と認 めナ

前者は一種の接尾語,後 者は体言 として処理 される。'助動詞と認あるのは

汝のものである。

・目助動詞二{ダ,'ア ル,ナ イ1,デ ス1ヨ ヂル,マ ズ,ベ シ,タ,ウ,ナ イ2,

ヌ,マ イ,ラ シイ}

また,活 用する語 としての 《形容動詞》は認 めず,そ の語幹とされる部分

を体連語のザ種である相体言 とす,る6こ れは 【連体化】の規則で 「ナ」「ノ1」

「タル」を生成するか,零 記号 ε3を以って体言を修飾する6

3」 品詞認定のメルグマー些

水谷試案文法の構享埠即"沿 ヴて辛 を解析する際に,品 詞認定のメルク

マール となる もの・ および・紛れの可能性 の あるものを次 に記す。

1,擬 態語 αを程 度副詞また は・1青熊戻il言司と考 え情況言吾とす る目と'デ出目しト ・

εのいずれかで.【情温化】が施 され る。ただ し 「α 二」の二 と 「α ト」の

'トは格助詞 め可能性 がある。
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2・ 【情況化 】 による α のかか り先 力寧語で はな く旬 のレベル か陳述辞で あ

.る揚合1こは,α がメタ表現 の恥わ ゆる注釈副詞 か陳述副詞 である可能性

も考 え ざるをえない。,,

3.奪..目の 中に体言 か相体言,あ るい は転化述語 にな るもの が あるとす る

と,述 態辞 ダ ・ラシイ ・εな どを従 えて述態 句 にな る。 また 「～ α」で

文になってい るものは α り後 ろに省略 を考 えるこ ともでき る。

4,α に直接 スル ・ナサル ・デ キル が付 いて動詞化で きる壌 ら体言 の可能

性 がある。

5・ αがナ ・ノで 【連体化】す るな らこれ も体言 か相体言 の可能性 がある。

6,α が直接格表示 を受 けれ ば体言 の可能性 が ある。・

4.情 況語 と しての用法(副 詞用 法)

4,0,擬 態 語 α には 【情況化】 が ε だけで行われ るもの,ε とトで行

われるもの,ε と二で行われ るもの,ト だ.けで行 なわれ るもの,二 だけで

行 なわれ る もの,ト と二で行 なわれ るものがある。上 に述べた よ うに,二

の揚合 には これが 【清況化】 に働 くのか格助詞 かとい う問題 があ 窮 トの

場合に も 【情況化】 か格助詞 か とい う問題 が生 じる。零翠号で情況化 し情

況語 となった擬態語 が修飾す る構文要素 には用連語系述素,形 容詞 系述素,

体 連語系述素 がある。

4,1.零 記 号 εによる情況化

孝1体 は,ち ょっとごつ ごつ,骨 ば っていま したが_.(氷 期71〉

(体は(ち ょっと(ご つ ごつ(骨 ばって い))))ま したが

体 は ち ょっと ごつ ごつ 骨 ぱって いル ま した が

擬態語 ε目用連語

情況語 【情況化】述素

ε 情況語 述素

体連語目【格表示】目.述 素

述素*陳 述辞

述態句 句結合子
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孝2ま たすすきがざわ ざわ鳴ってん 〔銀河178〉

(また(す ナきが(ざわざわ(鳴 っ))))て

すすき が ざわざわ 鳴ル

擬態語 ε 動詞

情況語 【情況化】述素

二目

体連語 【格表示】 述素 ε

述素*陳 述辞

述態句 旬結合子

#3も じもじ立.ち上 ったままやは夢答えができませんでした。(銀河158)

(もじもじ(立ち上っ)た)ま ま

孝4風 邪をひいた,け ちな小動物 みたいに,ぜ いぜい喉を鳴 らすばかりだ

氷期232)

((ぜいぜい(喉 を鳴 らす))ぱか り)だ

擬態語は上記 のような用連語系述素だげでなく形容詞系の述素や体連語 を

修飾することもある。#5の 「ぜいぜい」が形容詞系述素を,#う 「くる.く

る」 と#7「 そろそろゴが体連語系述素を修飾する例である。普導,副 詞

は動詞または形容詞 を修飾するといわれ るが,こ ㊦ように添連語 も修飾す

る。

#5ぜ いぜい荒い呼吸音が,私 の顔にかぶさるようにせまってきた。(氷

期63)

(ぜいぜい(荒い〉)呼吸音

ぜいぜい 、 荒 い 呼吸音

擬態語 ε 形容詞

情況語 【情況化】述素 ε.

述素*陳 述辞

埋込述態句 【連体化】体連語

体連語
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孝6そ のきれい な皮 も,く.る ぐ.るヰル ク.抜きの よ ラな形 にな っで層(銀 河

22〉

1((く る くる・(コノレク抜 きのよ う))な)形r

くる くる コルク抜 きの よ う1・..塗 童

擬 態語 ε 相体連語

情況語 【情況化 Σ.』・ 述素*ダ

述 素*述 態辞

埋込述態句 【連体化】体連語

体連語

こ磁 次曝 う嵩 解析できる・その齢1こ、は「修.～和 測 コ・レク抜

轡 鯵 形己と聯 とも考えられ戸1ζ 拶9遡 する事騨 畔.
になる。

(くる くる(コ ル ク抜 きのよ うな形〉)にな?て

孝6!そ の きれ いな皮 も,く る くるになって～目

#6!㌧ そ のきれ いな皮 も,コ ル ク抜 きのよ うな形 にならて～i一

煮7・ 私 自身 もそろそ ろ向 じょ うな年 ごろだが～(氷 翔 鋤・ 』』一一

(私 自身 も(そ ろそ ろ(同 じような年 ごち)))〉だ が'

目私 自身… も1・ そろそろ目 同 じよ う・塗年ごろ 二起'

擬 態語 ε 体連語

目ε』… 情 洩言吾 【情況化】・」:』 』述素'』

体連語 【格表示1述 素

逮素 錬 述辞

述態、句 』目

4.2.ト}こ よる一卜青況イヒ

字7の 零記号 εで情況語 となった 「ぞ うそ ろ上・去 は意味が異な る.が,ト

で情況化 す る 「そろそろ」 もあ る。 「く.弓.ぐる」 も'ε と トの両方で情況化

す る用例 が あるが,「 そうそ.ろ」.の ぷ うに憲 昧び変わる ことはない。 この

ほか,「 おずおず」「ごた ごた」 にも トで情 況化す る例が ある。
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孝8年 老◎た女の人が,ど こか具合が悪いようにそろそろと出て来て一

(銀河168)・

(そろそろと(出て来))て・.

そろそろ と 出て来ル.

擬態語 用連語・・

情況語 【情況化】 述素

述素,.

#q網 棚か ら包みをおろして,手 卓.くくるぐおと解きました。(銀河185)

(手早 く(くるくると(解き)1)ましだ

孝10頼 木 が,プ ラウン管の吉白い光 の中で,お ずおずと振 ち向いて言つ

た。(氷期219)

(おずおずと(振目り向い))て

#1唾 気器旱など塑ごた鍬 ,平鵬 いかに瑚 辮 じめ部屋7
(氷期152〉

((電気嶽 婬 確 越 と目(並ん)!)ギ).いかに糊 騨 鵬

屋

rラ と目ち と」闘 例が一づレ激 力嘘 が 堕 鰍 て 「すう」.に絡 ・曾

る」1こは本動詞 としての用法の外に形式動詞 としての用法 もあ撃.,何 文

孝12',孝13・#13〆 ・#1越 騨 す靴 きrな る」1磯 くト.ととも1;.これを

慨 化と見る力烙助詞と猷 脚 なとφ で叫 嘩 騨 と見れば

rう とうり,は離 語ではなく体聯 驚 る・

坦 粉 力布 短 とうとと』してい脚 な気も極(氷 期堕 、
翻 語として礁 穂 うとうとと(9や ～))た〉よ独 郷 褐

十分か十五分 うとうと と し七いル 丞

擬態語 用連語

数量規定 情況語 【惜況化】述素

情況語目 ∵ 』目'述素目

述素 諌 陳述辞

埋込述態句
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体連語 として の解 析(((う と うと)と(し てい))た 〉よう な気 もす る

釦2ノ 十分 か十五分,う とうと となった。

#13そ して車 の中 はしいん とな りました。(銀 河203)

(車 の中 は((し い ん)と(な り)))ま した

車 の中 は しいん と なル ま した

擬態語 動詞

相体言 用 連語

ε 体連語 【格 表示】述素

体連語 【格表示】 述素

述素*陳 述辞

述態句

孝13'車 の 中は しいん としま した。

#14そ の瞬間,な にかす ば らしい考 えがち らりと浮か んだよ うに思 った。

あわてて思い だそ うとしたが・ も う忘れて しま っている。(氷 期8)

((1あわ てて(思 い だそ))う 〉と 〔し))た 渉

また,塗 の例では.トによる情況化 を#6と 同じように二様に解析できる。

#15刃 の切れが悪いのか,ボ リボリと,砕 けるよ うな感 じがする～(手

帖106)

(ボリボリと(砕ける))よ うな感 じがする

(ボリボリと(砕けるような感 じ))がする

以上の用例炉示すようにトに毬情況化か ら転化する帰着点を表わす格助

詞 に至るまでの意味に流れ(連続性)が あ り,ど こでその流れを切って情況

化 と格助詞 とを区別するかが問題 となる。

5・ 体連 語 と レての用法

5.0.擬 態 語 には零 記号 εや トで清況化 して述素 に続 く場合 のほかに二

を従 えて述 素 に続 く場合 が あ 窮 この二を情 況化 とす るか格助詞 ととるか

も問題 とな ろ う。 また=,、匪疑態言吾シこノが続 いた リノに擬態語 が続 いたニリす る
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こ ともある。.[α ノ 司 の形 でノ・炉表 われ る揚合 は α も β も常 に体 言で

あ る,からその形式 で現れ た擬態語 は体 連語 とい うこ とにな る。α に格 助詞

ガ ・ヲが続 く揚合 は明 らか に体連語 としての用法 であ る。

5』1,α 二

「ぐる ぐる」「て かてか」 は零記号 で情況化す るほかに二が続 く揚 合が あ

る。 この二を トや零記号 に変 えた場合 の句 と比 べてみ ると,二 は情況化 と

して の標で あるよ りも格 助詞 に近 いよ うに思 われる。

#16そ の葉 は ぐる ぐるに縮 れ～・(銀河204)

体 連 語 として の解析 その葉 は((ぐ る ぐる)に(縮 れ))

情 況 語 として の解析 その葉 は(ぐ る ぐるに(縮 れ)〉

#16'そ の葉 は ぐる ぐると縮れ ～

その葉 は(ぐ る ぐる と(縮 れ〉)

測7全 体 がテ カテカになって,ム ラがな くな り～(手 帖112)

(全体 が((テ カテ カ)に(な っ〉))て

全 体 が テ カテカ に なル

体言 格 助詞 擬態語 格助詞 動詞

体連語 【格表示】述素

体連語 【格 表示】 述素

還

#17'接 着 剤 ぶ解 けて,テ カテ カに光 っていま した。(手 帖111)

体 連 語 としての解析((て かてか)に(光 ってい)〉ま した

情 況語 として の解析(て かてかに(光 ってい))ま した

#17"紙 の加 工面 が,6種 中い ちば ん変 にテ カテ カ光 って います。(手 帖

112)

(て かて か(光 ってい))ま す

動詞 「な る」 の文型 の一つ は[N(div)ガN(div)二Vlで ある。 例文

幸17は 述素 が 「なる」 で あるか ら二は格助詞 で転化す る帰着 点を表 わ し,

「テ カテ カ」 は明 らかに体連語で ある
。 しか し 姻7"の 「テ カテ カ」 は光
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墾'方を表 わす情況語 で ある。目#17'の 「テ カテ カ」 ほ.#17と ・#17:1{.の中

聞 と恥 えよ うφ』「テ カテ カに光 ってV、ます」と・「テ カテ カ光 づて睡ます」 に

は多少 の意味の違 い演あ るだろ う。..その違い を作 り出す めがゴである。目』目'

#18は 明 らか に体連語 と して の用法 であ る。このよ うに二 は トと同様 に

後続 す5動 詞 によρて 情混化の 標 になった り格助詞 になづ摩 り.するか ら,

二 の直萌要素 である擬聾語 もまた情況語 になった り状態 を表わす体言 にな

った りす る。

孝18私 と頼 木は,さ っそ く棚 か らスクラップをお ろ し,ぱ らぱ らに して

～(氷 期28)

((ば らば ら)に(し 〉)て

臣まらシまら に すノレ

擬態 語 格助詞 動詞

体連 語 【格表示】目述素'目

遊

52.α ノ β

水谷文 法ではノは連体化 の蝶 寺あ.り,擬 態語 が α に現 われて も β目に現

わ旗 続 禰 体言である・堕 がって次の 「ばら齢 ヲ「ほやほや」 は

体言 としての用法 となる。

孝19水 さえ雨 とぷばれるば ら犀 らの粒 にな って ～(氷 期166)

(ばらばらの(粒))瞬.つ て目

ば らば ら の 粒 に なル

擬態語 格助詞 動詞

体連語 【連体化】体連語

体連語 【格 表示】述素

述素

孝20・ コジプに注 ぐと,牛 乳 だづた。「一つコため してみで くだ さい。 しぽ

りたてのほやほやです。 ～」(氷 期132)
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(し ぽ りたての(ほ や ほや))で す 』・

しぽ りたて の ほや ほや です

擬態語

体連語 【連体化】体連語

体連語

述素*陳 述辞

雌 旬

『銀河鉄道 の夜』では 「ぎ ざぎ ざ」丁くしゃ くしゃ〕「だぶ だぶ」「ばさば さ」

「ぽ ろぽろ」.が#19と 同 じ用法で使用 されて いる己これ らの擬態 語を受 け

るノ は,例 えぱ,「 きれ いな花」「静 か な町」 にお けるナ と同 じ働 きを なし・

後 続す る体 言 がそ の形態 あるいは状態 で あるこ とを示 す。

5.3,述 語 用法 α ε'α だ

擬態語に雪記肋 陳述辞力蠣 詞 「だ」力呈続く用法で嫉 こ嘩 鞭

は述格に立つから体言○相体言'転 イ監遡 即 の述語鵬 リレ伽 かで

ある。

#21チ ェ ックイ ンにもかな り蒔間がかか り,客 ヰィ ライ ラ。(朝 日19囎 一

10-20).

(客)な(イ ヲィ ラ)

客.は イ ライラ

擬 態語

ε 体連語

体連語 【格 表示】 述素.ε.目.

述 素 墾 述辞.

述 態句

孝22.ば らば らだった鎖 が,念 に,～,音 をたててつな が り合 って しまつ

た。・(氷期140)

((ば らぱ ら〉だった)鎖
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ぱ らぱ ら だ った 鎖

擬態語 デ ァツタ

体連語

述素*陳 述辞 ε

埋込述態句 【連体化 】体連語

体連 語

5・4・ 格要素 として の用法 α ガ ・α ヲ

abab型 の擬態語 には格要素 としての用法 もあるo格 要素 にな るとい う

ことはそ の擬態語 が体連語 として の機能 を持 っている とい うこ.とで あ る。

以下 の例 は どち らも状態 を表わす体言で ある。

孝23ど うして,ご た ごた がお きた りする7

((ごた ごた)が(お き)〉た りす る

炉24奥 さんをタトに引 っぱ り出 して まで,ご たごたをお こす必要はない と

.い うこ とさ醒

((ごた ごた)を(お こす))必 要 はない

乱 動詞語幹 としての用法

[α トスル1の トが 【情況化】 と格助詞 のどちらで あるかは擬態語 α の

表 わす意味 によって揺 れ動 くよ うで あるが,[α トナル1ニ スル1ゴ ナル]

の トと二は格助詞 と考 え られ る。 で は[α スル]は ど うであろ うか。4,2.

で述 べた よ うに 「す る」 は本動詞以外 に形式動詞 として機 能 した り他 の動

詞 の代用 とされた りす るが,形 態上 α はサ変動 詞 「勉 強す る」の 「勉強」

と同様 に動詞 の語幹 で ある。 しか し 「勉強す る」 には 「勉強 ヲす る」 のよ

うに格助 詞 ヲが想 定で きるのに対 し[α スルユには零記号化 が可能 な格助

詞 ガ ・二 ・ヲのいずれ も想 定で きない。 とすれば α がすで に連 用展 叙 の

機能 を備 えてい るこ とにな り,ε による 【情況化】で処理 するか[α スル]

を一語 としな けれ ばな らない・ 『岩波 国語辞典第 四版 」 によると・ 「す る」

には[...(ト)ス ル]の 形 で 「その状態 になる」 とい う意味 がある。
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孝25私 は自分が腹 をたて.ていたか ら,一 をみる と,よ けい苛 々 して くる

のだ。(氷 期S)

(よけ い(苛 々 し))て くる

#26.赤 ひ げの人が,少 しおずおず しなが ら・二人 に訊 き ま した。(銀 河

183)

(少 し(お ずおず し))な が ら

孝27体 はごつ ごつ して いた が,気 持 は じつ に素直 な女 で し た よ。(氷 期

71〉

((体)は(ご つ ごつ してい))た が

孝28汽 車 の中がまるで ざわざわ しま した。(銀 河214)

((汽車 の中)が(ま るで(ざ わざわ し)))ま した

#29油 汚 れでベ トベ トしたヤカンをみが いた り～(手 帖102)

((油汚 れ)で(べ とべ とし))た や かん

孝30ジ ョバ ンニは困 って,も じもじして いま した ら～(銀 河190)

(も じ もじしてい)ま した ら

これ に対 し参照 した資料 の範囲 内で は 「てかてか」「ぱ らば ら」 には[α

スル]の 用法 がな く,代 わ りに1α ニスル1ニ ナル1の 用法 があ る(#17#18

参 照)。 「べ とべ と」 にはどち らの用 法 もあ る。[α スル]用 法 の α は惜況

語(副 詞的〉で あ り,[α ニ スル]用 法 にお ける α は状態 を表 わす体連 語 で

あるとすれば,「 べ とべ と」 は情況語 と体連語 にまたが る墳界線 上 の語 と

い うことになろ う。

#31汗 でべ とべ とになった受話器 がすべ り落ちそ うにな った。(氷期186)

(((汗)で((べ とぺ と)に(な っ)))た)受 話器

「くるくる」 「ぐる ぐる」 「そろそ ろ」 に はどち らの用 法 もない。 この二

つ の擬態語 に共通す るのは人や物 の動 きを表 わす とい うこ とで ある。動 き

そのものは変化 して その状態 になるこ とがないか ら[α トスル1ニ ナル]

の形態 を とらないので あろ う。 また 「ほやほや」 に も 「そ の状態 になる」

とい う意味 を表わす用法がない。 それ は 「ほや ほや」 の状態 が始発 点で あ
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9変 化の結果 としてその状態に至ることがないからである(孝20参 照)。

7.結 論

以上述べた こ とを表1に 則 して ま と め る と,ほ ぼ次 のよ うな結果 とな

る3

ヱ.ほ とん どすべてのabab型 擬 懇語 には零記号 または トによって情況

語 とな る副詞用 法があ る。

2・[α スル]用 法 のある擬 態語(い らい ら ・うと うと ・おず おず ・もじ も

じ ・ざわ ざわ ・ぜいぜい ・ち らち ら ・ごつ ごつ)に は おおむね[α 二

V]の 用 法がない。これ は体連語 と,して の用法 がない ことを意味す る。

この種 の語 は[α スル]で 「その状態 になる」 とい う意味 を表 わす。

3.逆 に[α スルi用 法 のな いもの(て.か てか ・ば らば ら)に は[α ニナ

ル1の 用法 がある。 この用法 のある擬態語 は体連語 になって格要素 と

して使 用 され る可能性 がある。

千,2と3の 境界線上 の語(べ とべ とcf.#29,孝31)に は[α スル][α

ニ ナル]の 両用法 があ る。 この種 の藷 は[α 二v1の 用 法 もあ り,.動

,詞Vの 表わ す意味に よって二が格助詞 であ る場合 と情況化 の標 とな

る揚合 とがあ る。 したが って擬態 語 自体 も構文上体連語 になった り情

.況 語 にな った りす る。

5.生 物や無生物 の動 きその ものを表診す語(く るくる ・そろそろ)に は

[α スル]匿 ニスル]の 用 法がない。 また変化 の帰着点 にはな りえな

い語(ほ や ほや)に もこの用法はない。

6,山 画孝雄 が述ぺ てい るよ うに情 態副詞 として の用 法 を持っabab型

擬 態語 は用連語(動 詞)だ けでな く相連語(形 容詞)や 体連語(体 言〉も修

飾 す る。・目

スー ⑳ab型 擬態語 には状態 を表 わす体言 にな り,格 助詞 ガ ・ヲを従 え

て主格 ・客格 に立 つ ものがある。

'abab型 の擬態語 は用法 によって大 き く4種 に分 けられ る。 入 問の心 の
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状態 を表 わす擬情語や本来 は擬音語 であった ものが状態 を表わす擬 態語 と

して転用 されて いるもの には、[αス弄・]用法 耕あって[α ニナル1用 法 がな

く,物 体 の動 きそ のものを表現する擬態語 には 「その状態 にな る」 ことを

表 わす[α スル][α ニ ナル]の ゼちらρ用 法.もない。事物 の状態 を表 わす

擬態語 でそれ が変化 の結果生 じる状態 であれば[α 二VI・ ナル]の 用法 が

あ 払 それ が本来 の状態 であるこ とを表 わす ものには[α スル][α ニ ナル]

の用法 がない。

「す っか り ・ち ょっぴ り ・どっさ り」等aっbり 型擬 態語 にはあった程 度

副詞 がabab型 擬 態語 には見当た らなかった。 しか し,副 詞,あ るいは副

用語 として片付 けるにはあま りにも多 くの用法 があ るq被 修飾語 がな くて

もそれ だけで まとま った意味 を衰現す るのが擬態語 であるか ら,体 言,相

体言,動 詞,副 詞 な ど あ らゆる品詞 にわた って 存 在 して も不思議 ではな

い。構文上 の必須 要素 として主格や述格1こ立つ擬 態語 があるの も当然で あ

ろ う。

以上 に記 した ことは擬態語 の常識 と して誰 で も分 かって いるこ とではあ

るが,こ のよ うに擬態 語の掛 かP受 け関係 を構文 論 の立場 か らま とめた形

で提示 した ものは著者 自身 の不勉強 のせいか 目にした ことがな い。外国人

に対 す る日本語教 育の初級段 階において擬態語 が整理 した形で教 え られ る

こ とは少ない。国際交流基 金 『目本 語初歩』は第15課 練習で 「ワンワン ・

ニ ャーニ ャー ・モーモー ・ブーブー ・チ ューチ ュー」 など動物 の鳴 き声 を

導入す るが,中 級段 階へ進 んだ とき必要 とな るのは擬 音語 か ら擬態 語へ と

用法 が転化 して構 文上の必 須要素 となったもので あろ う。 そのよ うな擬 態

語 の典型的な ものを典型的 な形 で初級段 階で導入 す るのも一 つ の方法で は

なレ、カンと,思う。
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